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5う虚実敵性腸液の 語例

村山 裕一砂山等 暢--一昭 上病院酢糾う清水 春夫

最近経験Lた虚血健勝衆語例につき報哲するも症例①

5竣歳男,腹痛にて来院島外楽でシ三讃ツ捌泉懸となり緊急

手術を行なった.回腸護50だm紅塵血性変化を認め腸切

除を行なった書症例援)?漫歳女1腹壁廃疾-ルニア朕頓に

て来院｡外来で整復L入院となるぉ登m腹痛の増強と血

圧の低㌣ーを来L緊急軒桁を行なったセ碑結腸曲を鼓動L碇

血相障害を認め太腹切除を行なったサヘルニア朕嬢とは

直接関連はないものと思われた.症例③6望歳男了詔全掩

兼肺臓摘ま鉦術後望O病日頃より食後UT賢人腹部痛を訴え,58

病臼腸閉塞の診断にて手術か終末Er3屋腸紅約5cmがう狭窄

を認めEu磯部切除を拍なったや更をこ冒u後,状態の改善

を認めなか-〕たたが)種々 手衝を行な-lた,碑結腸曲かFj

下行結腸をこかけて賢明な狭窄を認め駄縛結腸をこ打粉ま鵬もomy

を行なった∇症例豊は小腺の壊痕型ヲ症例詔は太腹の壌

疫型甲症例鋸糾＼勝と太腹の狭窄型であり碑橘による若鮎

小板増勢が原因となり腺虚血が起こったことが強く示唆

6うメッケル憩室起因乳児紋跳津壇三腸閉寒症の
招台験例
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メッケル憩室は,外科医が,髄の原因で開頗した時に

偶然発見されることが多いが,時には憩室菌体鮒京弼と

なってラ穫 の々合併症を起こしてくることがあるサ私達

はず最嵐 乳児のメッケル憩室起因絞振性腸閉塞症の且
例を経験Lたので報告する声

症例は,生後5ケ1弓の男児でサ昭和鵬隼且uM相7㍍敵

ミルクの畷姓で発蔽 小児科を経て,M月29針か煮,当

紬こ転科し予腸閉塞症の診断で緊急手術を施行Lた9回

盲弁より確Ocm rI1億鵬メン㌢ケル憩室がありや憩室より

褒状物が腸間膜及び右側髄膜かこ汲んでおり,これより回

腸が弧三mをこ教派こって絞推されていた,索状物を切断

して予腸閉塞を解除し 憩室の切除を行った.血行が改

善し 腹壊死は認められなか-｡たのでき腸切除は行わな
か 十.

2才以下の乳幼児腸閉塞症の80-90%は勝遺構といわ

れるが,メッケル憩室起因腸閉塞症をこも留意する必要が
.(.､立

7)癒着鮭イレウス手術における術前イレウス
管造影g)肯用性

川合 閥 洩 藤 知禁圧幡歯科大学外柳橋本 務功帝松永
3日亮̀ 一剖･=車 上.:;‖ 亘再圧守㌦､..,･斗手車

当科では癒着性イレウスの保存的治療をこ,Jでレウス管

を用いた腸管の減圧を第 -選択とLノている.その有用性

に〆武､ては,第飽願B新潟外科教読会に.て緒質した☆

その後イレウス管による減圧で改善が認めど)れ/ない症

例闘ま,狭窄の程度,部位診断釣果こめ,でレウSも管造影

を行い,手術適応決定の療考にしているや

手鰍~野鬼を中心をこ凄絶祭する尽

それら症例の経験から平イレウス管造影に土泉下の二革描蔓

性が認めFI凍ノたせ

畑 イレウス管造影をこよを/ラ,閉塞部位療閉塞程度の診

断が可能である8

2書手術時不必要な癒着剥離を行なわなくとも日羽塞

部位に到達することができる.

語｡十ljikな減圧が行われているためき腸切除,吻合も
事象となるや

射 場結榛東痕粘膜をこ発塗し嘗粘液癌を酢一-)た

神巨_責了速夫亘刷二段未
鈴木 )]申美加貞勝義(新潟大学第--㌧外科)
武藤 輝---
山口 :巌練歩味岡 洋-日 岡 第--病理)

我 は々ヲ腸結核療痕粘膜に発生した予粘液癌と腺房乎

上肢癌の予同時性多発大腸癌の 慨を経験Lたので,慕
干が)文献的考察を飢えて報賃サる.

症例は81才♂洩健,右下髄部痛を主訴をこ受診.注腸造

影にて,2型た行結腺癌と診断されヲ右結腸半切除術が

施持された｡病理所見では土行結腸および盲腸に,それ
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防)かノた.組織学的に前者は腺霜畢ー上皮癌の橡を示しや後

者は粘液癌であった8醸周囲をこ濃歯痛痘帝が認めだ,わや

粘膜萎縮徽 粘膜下層齢線維贋症を伴-､ており,腺結核

疑諺例と診断された.後髄膜に小結節が散在性に認めら

れ組織学的に扇平土成成分を主格とする癌転移であ-V濃.

太腹の腺腐平上皮癌は稀であり,その多発癌をこいたっ

ては,国内外併せ,過去∠壌例の報告があるのみである,

一見 腸結核をこ癌が合併すること転比較的稀とされてお

り,腺扇平上皮癌の合併は本例が窮望例日である｡


